
                                                                                                                                     

 

 

    

  

一学期を振り返って、私は「一中は楽しい！」と改めて感じています。職員室のスローガン 

は『楽しくなければ一中じゃない』です。教職員みんなで「楽しい一中」を創ろうと日々頑張

っています。生徒のみなさんはどうでしょう？楽しく過ごせているでしょうか？ 

ところで、「なぜ一中は楽しいんだろう？」と考えてみました。私の考えをお話しします。 

私にとって一中が楽しいのは『いろんな人がたくさんいるから』です。授業を見に行くと、 

頑張っている様子がたくさん見られます。朝からテキパキと委員会に励む人がいます。○○ 

君は休み時間に仲間を笑わせてクラスを和ませています。放課後校内を巡ると、真剣な顔で 

部活動に汗を流す人がたくさんいます。自分の得意な分野で、好きな場所で、個性や能力を 

存分に発揮している人がたくさんいて、私はそれを見るのが楽しいのです。 

私も、校長としてただ「一中は楽しい！」とのんきに構えているだけで         

はありません。生徒の中には、「楽しくない。」「いやな思いをした。」と、       

先生やカウンセラーに相談している人がいることも知っています。どうやった       

ら生徒全員が「一中は楽しい！」と感じながら毎日登校できるかを、この一学       

期の間ずっと考えてきました。 

   「楽しくない。」「いやな思いをした。」という人たちは、一体どんな場面でそう感じてい

るのだろう？学校生活を見渡すと、こんな場面はないでしょうか？  

 

 

 

 

 

 

     

    裏に続く  

 

～多様性を認めよう～ 

●班の話し合いで進行役に立候補し、リーダーシップを発揮して話をまとめていった。後から

△△さんが私のことを「調子こいてる」とクラスの女子に言っていた。                         

●部活でランニングをするときに、◇◇くんは周りの人と少しテンポが違う。その走り方を見て、

他の部員がバカにしたあだ名をつけて笑っている。                                             

●休み時間には、クラスの男子が○○というゲームの話で盛り上がっている。         

自分に話が振られたが、「いや、俺○○やってないから…」と言うと、「えっ、         

○○やってないの？信じらんない。」と言われ、それ以来自分が来ると自然と         

みんなが散っていく。                                             

●クラスの□□さんは、なぜかみんなから避けられている。でも私は彼女と同じ        

アニメが好きなのでよく一緒に話をする。「□□さんと趣味が合う。」と言ったら、        

私もみんなから避けられるようになった。技能教科』や『部活動』で心を耕し、自分らしさ

や趣味の                 きっかけに出会うかもしれません 



 

  一中の良さは、『いろんな人がたくさんいるから』と言いましたが、こういう事例は、私が 

「一中は楽しい！」と感じているものと相反しています。これらは全 

て「周りの人と違う」ということが共通して、避けられたり笑われたり、 

悪口を言われたりしています。本来人間は、見た目も行動パターンも、

得意なこと不得意なことも、好みも表現のしかたも、全て「違う」のが 

当たり前なのに、（たぶん）無意識の間に「違う」ということを排除し 

ているのかもしれません。 

「多様性」という言葉があります。英語で                         

ダイバーシティ ( diversity ) と言います                        

が、辞書を引くと「互いに非常に異なる                           

多くの人や物の集まり」と出てきます。                            

最近使われるのは、「性別・人種・国籍                                                   

障害の有無」「価値観・宗教・言語・経                           

験」等の違いを指しています。「多様性の時代」と言われますが、「男も女も LGBTQ の人も」  

「アジア系もアフリカ系もヨーロッパ系も」「昔から日本に住んでいる家系の人も、他の国から

移り住んだ家系の人も」「障害のある人も無い人も」様々な人が混ざり合って生活しているとい

うことです。つまり、「いろんな人がいる」ということ。「多様性」が認められる社会というの

は、他の人との違いを認め合い、排除しないで尊重し合う世の中です。 

話を学校生活に戻しましょう。こういう雰囲気は、これから自分の能力や個性を伸ばしていっ 

てほしい中学生には、とても大切な環境だと思います。「他の人と違う考え」大いに大切です。      

 

 

 

   

                                                

話はシンプルです。「違うことを尊重する」「多様性を認める」これだけです。 

あなたは、どんな学校で生活したいですか？                   〈一学期終業式より〉  

 

 

 

「違う」ことが排除さ

れがちな日本の学校で

は、欧米に比べて活発な

意見交換が少ないとされ

ている。（写真はｲﾒｰｼﾞ） 

違う人種が混在しているアメ

リカ合衆国では、「他の人と違

うのが当たり前」なので、「自

分の考えを積極的に主張する」

と言われている。（写真はｲﾒｰｼﾞ） 

「他の人と違う行動」みんな同じ行

動をしたらつまらない、むしろおか

しいと感じます。いろんな考えやい

ろんな行動があるから、学校のよう

な集団生活は楽しいのです。 

学校生活の中で、自分の考えを、個性を、行動を、遠慮しないで発揮できる学校って素晴ら

しいと思いませんか？ そのためには、何をすべきですか？  

 

ご意見をお聞かせください（生徒・保護者）この欄を切り取って校長まで 


